
１０月３日（水）は、人権教育参観日です。子供

たちが、自分の心を見つめ、よりよい人間関係を築

くためにはどのようにすれば良いのか考えていきま

す。また、自分の名前に込められた意味や願い、一

人ひとりがかけがえのない大切な存在であるととも

に、誰からも愛される存在であることなどを実感さ

せ、理解させていきたいと思います。保護者の皆様

も一緒に考えて頂ければと思います。

【日程】

公開学習 13:00～ 13:45
全校音楽発表 13:55～ 14:05
人権教育講演会 14:15～ 15:50
演題 親子の輪 心の和

～より添う気持ちの大切さ～

講師 鳥取県立琴の浦高等特別支援学校

教諭 山根 康代 氏

学級懇談 16:00～ 16:40

先日、１・２年生は旧丹比小学校において、ポニー

教室を行いました。ハーモニーカレッジの皆さんにお

世話になりながら、かわいいポニーに乗ることができ

ました。１年生は初めて乗るということもあり、少し

緊張気味でしたが、馬に合わせながら乗れるようにな

ってきました。

ポニーと遊んだ後に、用意されたニンジンやイモな

どをあげました。おいしそうに、ほうばっていたのが

印象的でした。動物とふれ合うことを通して、心豊か

に育ってくれることを願っ

ています。



先日、「虫博士になろう」と題して、秋の虫に

ついて調べました。講師として「響の森」岡田

さんに来ていただきました。

虫の足の数を調べたり、体がいくつに分かれ

ているか調べたり、足が体のどこから出ている

か調べたりしました。

また、どこに住んでいるのか、何を食べてい

るのか虫によって違います。季節によって見ら

れる虫も違います。

巣作りをせっせとしている虫もあれば連れ合

いを探そうとがんばっている虫もいます。何度

も脱皮を繰り返し、立派な成虫になるものもい

ます。子供たちの知らない世界がたくさんあり

ます。自然とふれ合いながら、命の尊さや自然

のたくましさなどを学んで欲しいと思っていま

す。

図書館には、「ファーブル昆虫記」、北杜夫の

「ドクトルマンボウ昆虫記」、「シートン動物記」

など子供たちが興味を持って読める本がたくさ

んあります。本の内容と生き物たちの姿をつな

げながら、生き物の生態を観察するのもおもし

ろいでしょう。

先日、八頭高等学校において、「八頭郡小学

校陸上大会」が開催されました。八頭郡６校

体制の２年目の大会となります。

子供たちは、２学期初めから、陸上の放課

後の練習に取り組んできました。走ったり、

跳んだり、投げたりすることを通して自分の

目標に向かい挑戦してきました。また、どん

な競技でも、それに合ったフォームや技が大

切です。毎日の練習を通して、少しずつコツ

を覚えていったはずです。

また、みんなで練習をすることで、励まし

合い、競い合い、支え合うことができます。

そして、八東小がひとつになって大会に臨む

ことができます。「チーム八東」となるのです。

大会では、みんなで力いっぱい応援をしま

した。応援の力が、自分の力をさらに伸ばし

てくれたように思います。

みんながひとつになって取り組

んできた、水泳・陸上の課外活動。

八東小の良き伝統として今後も培

っていきたいと思います。


